
I'll'"""‘・"'blipよ 

雪
深
い
山
奥
に
清
閑
す
る
湯
の

沢
も
春
彼
岸
と
も
な
る
と
獣
に
代
 

っ
て
人
の
足
跡
が
雪
原
を
賑
わ
す
。
 

ひ
た
ぷ
る
に
閑
寂
を
楽
し
む
人
 

を
含
め
て
自
然
に
抱
か
れ
る
心
情
 

は
身
も
心
も
洗
わ
れ
る
と
言
う
。
 

小
鳥
の
さ
え
ず
り
も
、
湯
の
沢
の

清
流
か
ら
発
す
る
清
ら
か
な
水
の

音
も
、
樹
木
を
通
り
抜
け
る
風
の
 

音
も
、
山
里
の
騒
音
を
か
き
消
し
、
 

己
の
存
在
す
ら
疑
い
た
く
な
る
。
 

「雪
の
あ
る
う
ち
は
特
別
な
雰
 

囲
気
が
漂
う
よ
う
だ
。
」
と春
の
息
 

吹
き
を
待
つ
来
訪
者
。
 

湯
の
沢
冷
泉
と
し
て
知
ら
れ
る
 

「湯
の
沢
地
蔵
尊
」
も
春
彼
岸
の
 

到
来
と
と
も
に
未
踏
の
季
節
か
ら
 

目
ざ
め
る
。
 

① 金木だより （第251号、 

(
 )
 

者
万
の
沢
地

蔵
尊

』
 

(
 
)
 

3月18日 “彼岸の入り”の湯の沢 
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昭
和
五
＋
三
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
れ
ま

で
の
“
水
田
利
用
再
編
対
策
）
に
代
っ
て
昭
和
六
＋

ニ
年
度
か
ら
生
産
者
、
生
産
者
団
体
の
責
任
を

も
っ

た
取
り
組
み
を
基
礎
と
し
て
、
水
田
を
活
用
し
た
作

物
の
生
産
向
上
や
輪
作
農
法
の
確
立
、
需
要
に
応
じ

た
米
の
計
画
生
産
を

一
体
的
に
推
進
す
る
「
水
田
農

業
確
立
対
策
」
が
前
期

（
昭
和
六
＋
ニ
ー
六
十
四
年

度
）
後
期
（
昭
和
六
＋
五
5

六
＋
七
年
度
）
の
六
年

間
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

町
と
農
協
が

一
体
的
に
推
進
 

Z議繋競麟瞥 

頑張ってます蟻 
×
 

神奈川県横浜市 本田建設本社 

- 
埼玉県 沢田土木 

"
 

一

‘
・
・
 

‘… mI川川川朋金木だより ② 

水
田
農
業
確
立
対
策
の
主
な

特
徴
は
①
生
産
性
の
高
い
水
田

農
業
の
確
立
（
水
田
の
高
度
利

用
等
）
②
生
産
者
団
体
と
行
政

と
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

③
地
域
に
合
っ
た
合
理
的
な
輪
 
 作

農
法
④
食
管
制
度
の
運
営
改

善
。
が
上
げ
ら
れ
、
長
期
的
な

観
点
か
ら
農
業
の
将
来
を
見
通

し
て
農
業
の
生
産
構
造
を
転
換

し
て
い
く
た
め
の
対
策
で
す
。
 

こ
の
こ
と
は
、
今
ま
で
の
水

田
利
用
再
編
対
策
に
言
う
転
作

誘
導
と
の
大
き
な
違
い
で
、
農

業
者
自
ら
が
創
意
工
夫
に
よ
り

輪
作
農
法
を
推
進
し
、
水
田
農

業
を
確
立
す
る
意
義
を
持
っ
て

い
ま
す
。
 

ま
た
、
農
家
の
営
農
指
導
は
、
 

農
協
と
町
が
国
・
県
の
関
係
機

関
等
の
支
援
を
得
て
指
導
し
、
 

転
作
作
物
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
 

農
協
が
系
統
の
機
能
を
十
分
生

か
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
転
作
作
物
に
つ
い
て
 

は
、
需
給
事
情
に
問
題
の
あ
る
 

も
の
以
外
が
対
象
と
な
り
、
作
 

物
区
分
は
麦
・
大
豆
な
ど
の
「
 

米
の
需
要
、
供
給
の
不
均
衝

が
長
期
化
し
て
い
る
厳
し
い
情

勢
の
中
で
、
確
立
対
策
前
期
は
、
 

全
国
で
七
十
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
 

（
昨
年
よ
り
十七
万
ヘ
ク
タ

ー
 

ル
の
増
）
の
転
作
面
積
が
見
込

ま
れ
、
昨
年
十
二
月
に
県
配
分
、
 

今
年
一
月
七
日
に
市
町
村
配
分

と
し
て
金
木
町
に
は
昨
年
よ
り

四
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
五

百
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
上
る
依

然
と
し
て
厳
し
い
配
分
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
受
け
た
農
家
配
分
は
、
 

五
 

と
 

J
J
,
 

西
 

分
 

配
 

4
,
 

《b
 

、
 

。
ノ
」
 

(
b
 

期
 

一
剛
 

策
 

対
 

」ユ確
 

業
 

曲
辰
 

田
 

水
 

一
般
作
物
」
、
野
菜
な
ど
の
「特

例
作
物
」
、
「永
年
性
作
物
等
」
 

の
三
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
の
行
政
主
導
型
か
ら

町
と
農
協
が
共
同
で
配
分
作
業

を
進
め
、
安
全
を
考
慮
の
上
県

か
ら
の
配
分
面
積
の
三
バ
ー
セ

ン
ト
増
と
し
、
各
地
区
の
総
水

田
面
積
の
割
合
に
応
じ
金
木
地

区
が
ニ
百
六
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
 

喜
良
市
地
区
が
七
十
九
ヘ
ク
タ
 

ー
ル
、
嘉
瀬
地
区
が
百
八
十
七

ヘ
ク
タ
ー
ル

（
い
ずれ
も
他
用

途
利
用
米
面
積
を
含
む
）
と
な

っ
て
お
り
、
二
月
四
日
付
け
で

配
分
通
知
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

就
労
状
況
調
査
と
激
励
の
た
め

職
場
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
激
励
訪
問
は
今
年
で
1
8回

を
数
え
、
今
回
は
二
十
四
名
の

就
労
者
が
い
る
埼
玉
県
沢
田
土
 

木
を
は
じ
め
、
五
つ

の
事
業
所
を
訪
問
し
、
 

就
労
者
と
面
談
し
て

留
守
家
族
の
様
子
や

町
の
出
来
事
な
ど
を

伝
え
ま
し
た
。
 

訪
問
を
受
け
た
就

労
者
は
、

一
行
の
持

参
し
た
“
金
木
だ
よ

り
ー
に
見
入
る
な
ど
、
 

ふ
る
さ
と
の
な
つ
か

し
い
情
報
に
「
も
う
 

さ
る
二
月
十
五
日
か
ら
十
七
 

H
ま
で
の
三
日
間
の
日
程
で
、
 

山
中
正
津
農
委
会
長
ら
四
人
の

訪
問
団
が
関
東
方
面
に
出
稼
ぎ

し
て
い
る
町
出
身
者
の
方
々
の
 

ニ
月
四
日
付
け
で
農
家
配
分
 

市町村名 
転作等
目標面積 

(ha) 

対」iij年度
の び率 

限度数量 イ也 月」 j全
利 用 米 

(%) うるち（トン） うるち（トン） 

五所川原市 1.447 41.6 21,860 1.003 
金木町 518 42.3 7,875 361 

一
  

853 47.3 13. 529 621 
板柳町 266 37.1 7.634 350 
鶴田 町 517 44.4 8,760 402 
iii 浦村 139 32.4 1.428 66 
小i自村 11 37.5 61 3 
鯵ケ沢~日］’ 526 19.5 5,891 270 
木造町 1 .767 16.7 23,900 1.097 
深浦町 169 45.7 1.983 91 
森川 村 304 29.9 4.413 202 
岩崎村 34 47.8 648 30 
柏 	村 230 35.3 3.690 169 
稲垣村 559 47.5 9.321 428 
軍力村 442 47.3 7.578 348 
県 1汁 25,160 32.6 298.20O 13.680 

{
 



( ）内は水田利用再編第3期対策との増減額 

水田農業確立助成補助金（転作補助金） 

③ 金木だより 

区 	分 永年性作物 ―般作物 特例作物 水田預託 ：」：撤良琳1: 
基 	本 	額 
基準収量592切 	佃 

31.000円 
(△28,O00) 

26,000円 
(△25,000) 

9,000円 
(A22,000) 

9.000円 
(A22.000) 

9,000円 
(A22,000) 

加
算
額
 

生産性向上加算 

階認加算〕 

20,000 
てi6】ijbij丁 ’… 

20.000 
筆6識jb)7… 

5.000 
’ぐぢ，蔵j6〉一… 

地域営農加算 10,000 10,000 5,000 

合 	計 6
1
 
,
 

I
  
瓢
  

56.000 
(.15 .000) 

19.000 
(△27 .000) 

9.000 
(△22 .000) 

9.000 
(△22.000) 

神奈川県横浜市 本田建設 

助
成
金
は
基
本
額
と
加
算
額
の
合
計
 

助
成
金
は
、

転
作
等
が
実
施

さ
れ
た
場
合
、
そ
の
形
態
に
応

じ
て
交
付
す
る
基
本
額
と

地
域

の
水
田
農
業
を
望
ま
し

い
方
向

へ
誘
導
す
る
た
め
の
加
算
額
と

で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

①
基
本
額
 

転
作
、
農
協
等
へ
の
水
田

預

託
お
よ
び
土
地
改
良
事
業
の
通

年
施
行
が
行
わ
れ
た

場
合
に
、
 

当
該
水
田
等
の
面
積
に

応
じ
て

交
付
さ
れ
ま
す
。
 

水
田
農
業
確
立
対
策
前
期
に

お
け
る
金
木
町
を
含
む

北
地
方

農
林
事
務
所
管
内
の

基
本
的
推

進
施
策
は
①
生
産
性
向
上
等
加
 
 ②

加
算
額
 

加
算
制
度
は
、
「生
産
性
向
上

等
加
算
」
と
「
地
域
営
農
加
算
」
 

の
二
本
立
て
と
な
り
重
複
し

て

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
助
成
金

の
交
付
に

つ

い
て
は
、
農
業
者
個
々
に
交
付

す
る
方
法
に
加
え
て
、
地
域
ぐ

る
み
の
転
作
条
件
の
整
備
や
相

互
扶
助
の
体
制
づ
く
り
を
助
長

す
る
た
め
集
団
（

農
協
・
営
農

集
団
等
）
へ

一
括
し
て
交
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

算
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
集
団

化
、
団
地
化
、
作
業
の
共
同

化
、
 

転
作
作
物
の
選
択
を
行

う
た
め

の
指
導
を
す
る
②
営
農
形

態
に
 

応
じ
た
高
収
益

作
物
の
導
入
、
 

稲
作
を
含
め
た

生
産
コ
ス
ト

の

低
減
化
を
図
る

③
大
豆
、
小
麦
、
 

ハ
ト
ム
ギ
、
飼

料
作
物
は
大
規

模
栽
培
に
よ
る

団
地
化
、
共
同
 
 

分
 

区
 

物
 

作
 

化
を
推
進
し
、

ニ
ン
ニ
ク
、
メ

ロ
ン
、
ト
マ
ト
、
マ
ル
メ
ロ
等

の
高
収
益
を

見
込
ま
れ
る
野
菜

等
は
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し

て
品
質
及
び
収
量
の
向
上
を

図

る
④
栽
培
等
技
術
指
導
体
制
や

市
場
の
情
報
提
供
を
含

め
た
集

出
荷
体
制
を
農
協
中
心
と
し
、
 

町
等
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と

に
整
備
す
る
。

と
な
っ
て
お
り
、
 

推
進
対
策
会
議
等
の
設
置
を

奨

励
す
る

ほ
か
農
協

の
積
極
性
を

促
進
し
て
い
ま
す
。
 

め
、
や
む
な
く
同
行
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
 

訪
問
事
業
所
は
次
の
通
り
で

す
。
 

，
第

一
日
目
I
埼
玉
県

廿
沢
田
土
木

（
金
木
町

出
身
者
二
十
四
名
）
、千

葉
県
I
糸
川
建
股
（
同

六
名
）
。
 

▼
第
二
日
目
廿
神
奈
川

県
I
本
田
建
設

（
同
一
一

十
二
名
）
、神
奈
川
県
I
 

伊
藤
建
設

（
同
十
名
）
 

▼
第
三
日
目
I
東
京
都

廿
手
塚
製
本
所
（
同
五

名
）
。
 

一
頑
張
り
し
て
早
く
帰
り
た

い
」
 

と
帰
省
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
 

な
お
町
長
は
今
回
公
務
の
た
 

基
 
本
的
推
進
 

施
策
 

区 	分 対 	象 	作 	物 主 な 作 物 名 

永年性作物等 
水田から畑等への転換を伴う作 
物等 

果樹、転換畑、林池、養魚池等 

―・般 作 物 
永年性作物および特例作物以外 
の作物 

麦、大豆、飼料作物、花き、 
そば等 

特 例 作 物 
需給が緩和状況（供給過剰のお 
それがあるもの）にある作物 

野菜、たばこ、コンニャク 

神奈川県横浜市 伊藤建設 
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麟
灘
灘難
鷺
麟
 麟麟拭 

8人1団体が受賞 
I ' 	 I 

、 	’ 

昭
和
六
十
一
年
度
金
木
町
褒

賞
授
与
式
が
三
月
四
日
役
場
会

議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
褒
賞
は
広
く
町
の
自
治
、
 

経
済
、
文
化
、
芸
術
な
ど
各
分

野
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
、
町
政

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

式
は
大
橋
忠
勝
町
長
が
受
賞

者
の
功
労
を
称
え
た
あ
と
、
一
一

十
四
人
の
功
労
者

一
人
ひ
と
り

に
褒
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

＠
自
治
功
労
褒
賞
 

小
野
祐
一
 
（
金木
病
院
職
員
一
一

十
年
以
上
）
工
藤
潔
（
農
協
職

員
ニ
十
年
以
上
）
今
博
康
（
同
）
 

小
林
勝
彦
（
同
）
伊
丸
岡
す
み
 

（
町職
員
二
十
年
以
上
）
桑
田

ミ
サ
オ
（
同
）
笹
田
照
子
（
同）
 

＠
特
別
功
労
褒
賞
 

小
笠
原
昭
七
（
職
業
訓
練
指
導

員
）
吉
田
賢

一
（
交
通
安
全
）
 

伊
藤
勇
（
同
）
金
木
地
区
交
通

安
全
協
会
金
木

支
部
（
同
）
沢

田
嘉
昭
（
商
工

振
興
四
十
年
以

上
）
木
村
好
光
 

（
同三
十
五
年
 

」
」
）
（
「
議
 
町
 

野
博
之
（
献
血
 
摘
 

三
十
回
以
上
）
 

”
《
 

中
村
武
治
（
同
）
 

木

吉
崎
繁
勝
（
消
 
金

防
団
員
三
十
年
 
彫
 

以
上
）
山
中
伊
 

H
 

一1
1
男
（
同
）
小
 
和
 
 

倉
秀
四
郎
（
同
）
田
中賢

一
（
同）
 

吉
田
京
一
 
（
同）
秋
元
詳
栄
（
 

同
）
其
田
義
直
（
共
和
納
税
組

合
長
一
一
十
年）
高
杉
武
太
郎
（
 

嘉
瀬
納
税
組
合
長
二
十
年
）
伊

藤
忠
吉
（
寄
付
）
 

さ
る
ニ
月
二
十
七
日
、
昭
和

六
十
一
年
度
金
木
町
ス
ポ
ー
ツ

賞
の
授
与
式
が
役
場
会
議
室
で

行
わ
れ
、
昨
年
七
月
、
県
中
学

校
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
で
優
勝
し
た
金
木
南
中
学
校

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
選
手
た
ち

を
は
じ
め
、
ス
キ
ー
、
水
泳
、
 

陸
上
、
重
量
挙
げ
な
ど
で
今
年

度
ス
ポ
ー
ッ
部
門
で
活
躍
し
た

八
人

一
団
体
に
賞
状
と
記
念
の

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

◆
個
人
 

今
隆
文
（
金
木南
中
学
校
三
年
）
 

…
県
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ

ー
 

競
技
純
飛
躍
優
勝
 

田
中
勝
（
金
木
中
学
校
三
年
）
 

…
東
北
中
学
校
陸
上
競
技
百
十

メ
ー
ト
ル
障
害
三
位
 

大
川
雅
彦
（
金
木
高
校
三
年
）
 

…
県
高
校
総
体
重
量
挙
げ
7
5キ

ロ
級
四
位
 

※
主
将
と
し
て
県
高
校
総
体
総

合
優
勝
に
貢
献
 

外
崎
佳
忠
（
金
木
高
校
三
年
）
 

…
県
高
校
総
体
重
量
挙
げ
6
0キ

ロ
級
優
勝
 

小
田
桐
賢
一
（金
木
高
校
三
年
）
 

…
県
高
校
総
体
重
量
挙
げ
5
6キ

ロ
級
優
勝
 

宮
舘
忠
（
金
木
高
校
三
年
）
 

…
県
高
校
総
体
重
量
挙
げ
5
2キ

ロ
級
優
勝
 

斉
藤
英
紀
（
五
所
工
三
年
）
 

…
全
国
高
校
重
量
挙
げ
選
技
大

会
8
2・
5
キ
ロ
級
優
勝

福
長
裕
香
（
東
奥
女
高
二
年
）
 

i
県
選
手
権
大
会
水
泳
二
百
メ
 

ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
準
優
勝

◆
団
体
 

金
木
南
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
 

成
田
理
香
、
大
橋
史
代
、
飯
塚

明
美
、
棟
方
真
紀
子
、
藤
本
恵

子
、
大
橋
る
み
、
芳
村
美
和
子
 

（
以
上三
年
）
須
崎
准
子
、
小

野
由
美
子
、
黒
川
菜
穂
子
、
吉

崎
奈
々
子
、
吉
崎
華
純
、
大
橋

さ
ゆ
り
、
今
真
貴
子
、
山
中
望

美
（
以
上
二
年
）
 

・
・
県中
学
校
体
育
大
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
優
勝
 

青
森
県
議
会
議
員
選
挙
 

四
月
十
二
日
投
票
日
 

県
議
会
議
員
選
挙
は
、
四
 

o
私
た
ち
の
声
を
県
政
に
反
映

月
三
日
告
示
、
四
月
十
ニ
日
 
さ

せ
る
た
め
棄
権
し
な
い
で
投
 

が
投
票
日
で
す
。
 

票
所
へ
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

O
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票

日
に
町
外
へ
出
か
け
る
方
は
、
 

四
月
三
日
か
ら
十

一
日
ま
で
 

（
毎
日午
前
八
時
三
十
分

、
 

午
後
五
時
ま
で
）
役
場
二
階

選
挙
管
理
委
員
会
室
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。
 

町の発展に 
貢 献 

和引年度金木町褒賞授与式 



ク
サ
グ

リ
の

里

）
づ
く
り
を
刀
 

一
 
 
、
 
(“夢

h
 

さ
き
お
り
 

伝
統
工
芸
の
裂
織
 
ー

ー
 

~潮l川川mm ⑤ 金木だより 

が
新
し
く
製
作
し
て
く
れ
た
こ
 

浴
衣
が

一
枚
、
女
帯
だ
と
二
枚

と
か
ら
藤
元
さ
ん
ら
は
、
本
格
 
程

度
の
材
料
が
必
要
で
、
製
品

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
 
に

よ
っ
て
固
く
織
る
も
の
、
軟

家
事
や
仕
事
の
合
間
を
見
て
趣
 
か

く
織
る
も
の
と
ル
機
と
敵
機

味
と
実
益
を
兼
ね
、
張
り
切
っ
 

の
二
種
類
の
機
で
使
い
分
け
て
 

て
い
ま
す
。
 

い
ま
す
。
 

同
グ
ル
ー
プ
は
、
ヒ
バ
の
葉
 
「

裂
織
は
、
色
々
な
古
い
切

や
玉
ね
ぎ
の
皮
な
ど
思
い
も
つ
 
れ

端
を
利
用
し
ま
す
が
、
木
の

か
な
い
も
の
を
利
用
し
て
染
色
 

実
や
葉
な
ど
自
然
の
物
を
利
用

効
果
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
が
、
 

し
て
染
色
す
る
と
全
然
違
っ
た

男
帯
一
本
仕
上
げ
る
の
に
古
い
 
も

の
に
仕
上
り
、
楽
し
さ
も
倍
 

クッキング⑩ 

“にら入り春巻き” 

春
巻
き
の
皮
 

八
枚
 

（
市
販さ
れ
て
い
る
も
の
）
 

豚
ひ
き
肉
…
 
百
五
十
グ
ラ
ム
 

古
布
を
材
料
に
ま
っ
た
く
新

し
い
生
地
に
作
り
直
す
昔
な
が

ら
の
裂
織
を
金
木
町
栄
町
に
住

む
藤
元
静
江
さ
ん
（五
十

一
才
）
 

ら
女
性
四
人
の
グ
ル
ー
プ
が
再

興
し
、
静
か
な
ブ
ー
ム
を
呼
ん

で
い
ま
す
。
 

裂
織
は
、
現
在
で
言
う
リ
フ

ォ
ー
ム
の
前
進
で
藩
政
時
代
、
 

》
 

 

こ
ぎ
ん
刺
し
と
と
も
に
津
軽
地

方
一
帯
に
広
ま
る
伝
統
技
術
の

一
種
で
サ
グ
リ
な
ど
と
呼
ば
れ
、
 

、
 

一
 

農
家
で
は
、
貴
重
と
さ
れ
て
い

た
木
綿
の
再
利
用
を
図
っ
た
も
 
 の

で
す
。
 

藤
元
さ
ん
は
三
縞
こ
ぎ
ん
の

発
祥
地
（
金
木
町
）
の
伝
承
も

兼
ね
て
趣
味
で
こ
ぎ
ん
刺
し
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
材
料

の
経
費
や
手
配
に
難
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
身
近
か
に
あ
る
布
切

れ
を
使
っ
て
の
伝
統
工
芸
を
思

い
つ
き
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら

裂
織
を
始
め
ま
し
た
。
 

裂
織
の
作
り
方
は
、
古
く
な

っ
た
シ
ー
ッ
ゃ
浴
衣
な
ど
の
木

綿
布
を

ー
セ
ン
チ
位
に
手
で
裂

き
染
め
直
し
、
こ
れ
を
機
織
り

の
緯
糸
（
横
糸
）
に
し
、
経
糸
 

（
縦糸
）
の
麻糸
（
現
在
は
市
販

の
木
綿
糸
）
に
織
り
込
ん
で
平

織
り
と
し
ま
す
。
 

出
来
上
っ
た
平
織
り
を
昔
の

人
は
作
業
着
に
仕
立
て
ま
し
た

が
薦
元
さ
ん
ら
は
U
袋
物
や
帯
、
 

色
紙
掛
け
な
ど
を
作
り
、
今
で

は
販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
 

ま
た
、
最
初
知
人
か
ら
借
り

て
い
た
機
織
り
機
も
夫
で
大
工

の
藤
元
良
造
さ
ん
（
五
十
三
才
）
 
 

増
し
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
会
員

を
増
ゃ
し
て
“
サ
グ
リ
の
里
”
 

づ
く
り
を
し
、
町
の
名
産
に
し

た
い
。」
と藤
元
さ
ん
。
昨
年
四

月
に
、
四
人
で
結
成
じ
た
「
ひ

む
ろ
舎
」
が
作
る
裂
織
商
品
は
、
 

東
京
、
千
葉
方
面
で
こ
ぎ
ん
と

と
も
に
静
か
な
プ
ー
ム
を
呼
び
、
 

販
路
も
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上
げ
、
 

裂
織
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

チ
位
の
ざ
く
切
り
に
し
ま
す
。
 

に
ら
、
生
シ
イ
タ
ケ
、
人
参
も

四
セ
ン
チ
位
の
せ
ん
切
り
に
し

ま
す
。
 

②
ひ
き
肉
と
●
に
ご
ま
油
、
し

ょ
う
ゆ
、
化
学
調
味
料
を
入
れ

て
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
、
八
等
分

に
し
て
俵
型
に
か
た
ち
を
整
え

ま
す
。
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

蒔 田 

川口恵子さん 

費 (52)-3717 

じ“ n 
地機による平織りの作業 

。
o
o
k
i

ngー
。

o
o
k
i

ng
Iー
ー
。

o
o
k
i
ng
ー
 
ー
。
o
o
k
i

ngー
 
‘
。
o
o
k
i

ng
ー
。

o
o
k
i

ng
ー
。

o
o
k
i

ng
 

十
五
グ
ラ
ム
 
③
春
巻
き
の
皮
を
ひ
し
形
に
広

は
る
さ
め
 

十
五
グ
ラ
ム
 

に
ら
 

一
一
十
グラ
ム
 
げ

●
を
の
せ
、
春
巻
き
の
皮
の
 

生
シ
イ
タ
ケ
 

三
個
 
ふ
ち
に

水
を
ぬ
り
な
が
ら
ロ
ー
 

人
参
 

四
十
グ
ラ
ム
 
ル

状
の
ふ
く
さ
包
み
に
し
ま
す
。
 

ご
ま
油
 

大
さ
じ

1
士
 

④
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
て

し
ょ
う
ゆ
 

大
さ
じ
1
 
熱
し
、
●
を
中
火
で
き
つ
ね
色
 

独
特
の
歯
ざ
わ
り
と
風
味
 

化
学
調
味
料
 
少

々
 
に

な
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
揚
げ
ま

で
子
供
た
ち
に
も
喜
ば
れ
、
 

揚
げ
油
 

適
量
 
す
。

揚
げ
た
春
巻
き
を
斜
め
半

酒
の
肴
に
も
好
評
な
“
に
ら
 

マ
作
り
方
 

1
 

分
に
切
っ
て
も
り
つ
け
ま
す
。
 

入
り
春
巻
き
一
川
口
さ
ん
の
 
①
は

る
さ
め
は
熱
湯
に
つ
け
て
 

o
コ
ツ
と
応
用
 

白
慢
料
理
で
す
。
 

少
し
堅
め
に
も
ど
し
、
ざ
る
に
 

春
巻
き
の
中
の
具
を
い
ろ
い
ろ
 

▼
材
 
料
 

上
げ
て
水
気
を
切
っ
て
四
セ
ン
 

変
え
て
も
お
い
し
い
で
す
。
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蔚夢，齢蒲麟 

イ
 

7
ュ
ケ
ー
ト
 

告
履
“
し，
す
 

よ
m
●
●
嚇
 

工
レ・A
丁
す
散
 

ち
ょ，
ヒそ
こ
a●
茶
壱
み
 

催
眠
商
法
 

醜
欝
遣
 

手口その5 

さ
む
ら
い
 

資
格
（
士
）
商
法
 

霧

鵬
躍
、〇）
 

手ロその6 
畳
」
に
，
ト
昌
容
，引
ぐ
 

「
マ
“
卸
‘

g
レ・L
一
 

悪
質
手
口
商
法
を
紹
介
し
ま
す
。
 

の

ア
ポ
イ
ン
ト
・
 

叶
 

セ
ー
ル

ス
 

手
 

（
語
学
教
材
・
海
外
」
 

（旅
行
・
印
童
な
ど
』
 

事
例
 
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
電
話

で
呼
び
出
さ
れ
、
 
「旅
行
の
会

の
会
員
に
な
れ
ば
旅
行
、
ホ
テ

ル
等
が
安
く
利
用
で
き
ま
す
い

と
言
わ
れ
契
約
し
た
が
、
後
で

よ
く
契
約
書
を
見
た
ら
英
会
話

教
材
の
契
約
だ
っ
た
の
で
解
約

し
た
い
と
言
っ
て
も
応
じ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
。
 

m
キ
ャ
ッ
チ
・
 

叱
 

セ
ー
ル
ス
 

手

（
眺
醜
薫
錬
聾
 

事
例
 
路
上
で
「
や
せ
た
く
あ

リ
ま
せ
ん
か
。
美
容
関
係
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
す
い
と
女
性

セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
喫
茶
店
に
誘

わ
れ
、
見
本
も
見
ず
に
継
康
食

品
の
購
入
を
決
め
た
。
帰
宅
し

て
商
品
を
開
封
し
て
み
た
が
、
 

ほ
ん
と
う
に
効
く
の
・
か
し
ら
と

不
安
に
な
り
、
解
約
を
巾
し
出

た
が
、
 
「本
人
が
開
封
し
た
も

の
は
解
約
で
き
な
い
い
と
言
わ

れ
、
結
局
二
十
万
円
を
支
払
う

こ
と
に
な
っ
た
。
 

叩

マ
ル
チ
商
法

そ
 

和
 
醜
布
鋼
石
議
一
 

〈
画
な
ど
 

、
 

事
例
  
知
人
か
ら
「
羽
毛
布
団

を
買
っ
て
会
貝
に
な
リ
、
新
し

い
会
員
を
紹
介
す
れ
ば
紹
介
料

が
も
ら
え
、
商
品
を
売
れ
ば
利
 

益
が
大
き
い
い
と
勧
誘
さ
れ
入

会
し
た
。
し
か
し
、
商
品
は
売

れ
な
い
し
、
入
会
す
る
人
も
見

つ
か
ら
な
い
。
 

手口その4 

開
運
商
法
 

（
印
鑑
・
つ
ぼ
な
ど
）
 

事
例
 
訪
問
販
売
に
来
た
セ
ー
 
 ル

ス
マ
ン
に
 
「表
札
の
画
数
が

悪
い
。
こ
の
ま
ま
だ
と
災
害
が

ふ
リ
か
か
っ
て
く
る
か
ら
幸
せ

の
来
る
印
鑑
を
作
リ
な
さ
い
い

と
口
説
か
れ
、
二
十
万
円
の
印

鑑
を
買
わ
さ
れ
た
。
 

事
例
 
“
日
用
雑
貨
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
一
の
チ
ラ
シ

を
見
て
そ
の
会
場
に
行
っ
て
み

る
と
、
日
用
雑
貨
商
品
が
無
料

で
配
ら
れ
た
後
、
羽
毛
布
団
の

購
入
を
強
引
に
勧
め
ら
れ
購
入

契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。
で
も
 
 高

額
で
あ
る
の
で
思
い
直
し
．
 

解
約
を
申
し
出
た
が
応
じ
て
く

れ
な
か
っ
た
。
 

事
例
 
職
場
へ
再
三
電
話
で
「
 

東
北
で
伽
名
の
枠
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
の
講
座
で
受
講
し
て

資
格
を
と
れ
ば
、
退
職
後
も

一

流
講
師
の
道
が
開
け
ま
す
い
と

歓
誘
さ
れ
、
案
内
書
だ
け
で
も

見
よ
う
と
住
所
、
氏
名
等
を
答

え
た
と
こ
ろ
、
教
材
と
三
十
万

円
の
請
求
書
が
届
い
た
。
 

o
そ
の
他
の

訪
間
販
売
 

の
悪
質

手

口
商
法
 

海
外
先
物
取
引
、
押
し
つ
け
 

商
法
、
か
た
り
商
法
、
内
職
 

商
法
、
通
信
販
充
な
ど
。
 

う
ま
い
話
が
ね
ら
っ
て
い
る
 

最
近
、
悪
徳
商
法
に
よ
る
消
費
者
被
害
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
 

う
ま
い
話
に
は
“
毒
”
が
あ
る
 
言
葉
巧
み
な

セ
ー
ル
ス
・
ト
 

ー
ク
に
ひ
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
最
も
被
害
が
目
立
つ
訪
問
販
売
の
 



費
」
し
た
場
合
 

③
乗
用
自
動
軍
を
購
入
し
た
場

合
な
ど
 

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
に
よ

る
「
契
約
解
除
」
通
知
文

の
書
き
方
 

契
約
解
除
通
知
書
 

昭
和
〇
〇
年
〇
〇
月
〇
〇

日
付
け
で
、
貴
社
（
販
売
員

〇
〇
〇
〇
氏
）
と
私
と
の
間

で
締
結
し
ま
し
た
「商
品
名
」
 

金
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
の
購
入

契
約
を
「
訪
問
販
売
等
に
関

す
る
法
律
」
第
六
条
の
規
定

に
基
づ
き
解
除
し
ま
す
。
 

（
代
金の
一
部
を
支
払
っ
た

場
合
の
み
、以
下
を
加
え
る
）
 

つ
き
ま
し
て
は
、
当
該
契

約
に
際
し
て
支
払
い
ま
し
た

頭
金
〇
、
〇
〇
〇
円
は
、
〇

〇
銀
行
〇
〇
支
店
（
普
通
預

金
）
ロ
座
番
号
〇
〇
〇
〇
へ

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な

お
、
商
品
は
早
め
に
引
き
取

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
証
明
書
用
紙
 

昭
和
〇
〇
年
〇
〇
月
〇
O
日
 

購
入
者
 
住
所
 

氏
名
 
⑩
 

住
所
 

〇
〇
株
式
会
社
 

代
表
取
締
役
殿
 

被
害
を
 

防
ぐ
た
め
の
 

、心
得
五

ケ
条

そ
の
商
品
が
本
当
に

必
要
か
よ
く
考
え
、
 

必
要
な
け
れ
ば
、
最

初
の
電
話
や
訪
間
の

と
き
に
き
っ
ぱ
り
断

わ
る
。
 

ニ
、
う
ま
す
ぎ
る
話
に
は
 

注
意
す
る
。
 

そ
の
場
で
契
約
し
た

り
、
全
額
払
い
を
ひ

か
え
る
。
 

契
約
す
る
前
に
契
約

書
を
よ
く
読
み
、
家

族
や
友
人
と
相
談
す

る
。
 

預
金
通
帳
や
印
鑑
を

見
知
ら
ぬ
人
に
渡
さ

な
い
。
 

苦情相談は早目に” 
●青森県消費生活センター 

脅 O1 77-22-3343 
●金木町役場企画室

雪 53-2111（内線）如番 

・金木町消費生活苦情相談員

長利 キョ 雪52-2351 

だ
っ
た
だ
け
に
行
け
な
く
て
 

ー
。
近
頃
は
ス
ポ
ー
ツ
ら
し

き
も
の
は
全
く
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
し
て
い
な
い
の
で
、
 

こ
れ
か
ら
は
暇
が
で
き
た
ら

テ
ニ
ス
な
ど
始
め
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ

ブ
も
好
き
な
ん
で
す
け
ど
ま

だ
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
ハ
ー
ー
‘
 一

こ
の
春
休
み
に
功
手
帝
を
卒
 
《
 

業
し
て
自
分
で
運
転
し
て
み
 
ー
 

た
い
な
あ
…
…
な
ん
て
…
・
‘
 一
 

AB 型・水瓶座 

野 崎 

口コ末寸ョ＝違手字一 
’~‘~」 ノlン、ノーf一 J 

(21才） 

尚
卒
後
、
看
護
学
院
で
三

年
間
学
び
、
先
日
、
晴
れ
て

卒
業
と
な
り
ま
し
た
。
 

親
し
か
っ
た
友
人
と
の
別

れ
や
住
み
慣
れ
た
寮
を
後
に

し
、
嬉
し
さ
半
分
、
淋
し
さ
 

‘
●
“

」
占
《
レ‘
叫‘
●
‘
●
（
‘し
‘
●●
一
●●
一
●●
‘
●●
A
‘
●
“

●
，
‘
」A
'
，

‘
●
“
●
“

●
“

」
 

半
分
と
い
っ
た
複
雑
な
心
境

で
す
。
 

昨
年
の
冬
は
友
達
と
ス
キ
 

ー
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
受
験
も
あ
り

ク滑
る
ク
と
い
う
言
葉
が
嫌
 

、、，  、 

こ 
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無
条
件
で
ク

解
約

ク
 

で
き
る
 

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
制
度
 

セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら
言
葉
た

く
み
に
商
品
を
す
す
め
ら
れ
、
 

十
分
に
考
え
る
余
地
も
な
い
ま

ま
契
約
を
し
て
し
ま
い
、
ト
ラ

ブ
ル
を
生
ず
る
ケ
ー
ス
が
ふ
え

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ト
ラ
プ

ル
か
ら
消
費
者
を
保
護
す
る
た

め
、
特
別
に
認
め
ら
れ
て
い
る

制
度
が
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
で

す
。
 

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
制
度
 

ー
契
約

の
解
除
は
 

7
日
以
内
に
書

面
で

ー
 

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
と
は
、
 

訪
間
販
売
で
売
買
契
約
の
申
し
 
 込

み
や
契
約
が
結
ば
れ
た
日
を

含
め
、
 一
定
期
間
内

（
七
日以

内
）
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
申
し

込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除
が

で
き
る
制
度
で
購
入
者
が
販
売

業
者
に
そ
の
旨
の
書
面

（
内
容

証
明
郵
便
や
配
達
証
明
郵
便
）
 

を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
効
カ
が

発
生
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
の
期
間
を

経
過
す
る
と
、
 一
般
的
に
は
合

意
に
よ
る
解
約
と
な
り
契
約
の

解
除
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
販
売
業
者
が
た
と
え
解
除

に
応
じ
て
も
損
害
賠
償
や
違
約

金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
リ
ま

せ
ん
。
 

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
の
期

間
を
過
ぎ
て
も
売
買
契
約
 
 

を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る
場
合
 

①
販
売
業
者
が
契
約
書
面
を
購

入
者
に
渡
さ
な
か
っ
た
場
合

②
契
約
書
に
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ

フ
制
度
の
こ
と
が
書
か
れ
て

い
な
い
場
合
 

ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
が
で

き
な
い
場
合
 

①
商
品
を
受
け
取
り
そ
の
場
で

代
金
を
全
額
支
払
っ
た
場
合

②
化
粧
品
や
健
康
食
品
な
ど
の

消
耗
品

（
政
令
で指
定
さ
れ

た
商
品
）
で
、
そ
の

一
部
を
 

「使
用
」
ま
た
は
「
消
費
」
 

す
る
と
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ

が
で
き
な
く
な
る
旨
を
告
げ

ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
 
「使
用
」
ま
た
は
 
「消
 



皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
 

三
月
十
日
、
蒔
田
・
神
原

・

沢
部
地
区
の
婦
人
で
構
成
す
る

三
ッ
輪
婦
人
会

（
白
川
哲
子
会

長
ー
会
貝
一
二
〇
人
）
が
中
央

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
 

約
百
五
十
人
の
お
年
寄
リ
を
前

に
日
頃
練
習
し
た
歌
や
踊
り
を

披
露
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
発
表
会
は
歌
謡
曲

に
踊
り
を
振
リ
付
け
た
も
の
が

中
心
で
、
前
田
清
江
さ
ん
の
踊

り
と
白
川
要
子
さ
ん
の
歌
を
目

玉
に
二
十
人
で
十
七
の
出
し
物
。
 

週
一
回
講
師
を
招
き
練
習
し
た

と
あ
っ
て
プ
ロ
顔
負
け
の
演
技

に
お
年
寄
り
も
大
満
足
し
“花
4
 

が
上
が
る
な
ど
約
九
十
分
間
喝

釆
を
あ
び
続
け
て
い
ま
し
た
。
 

同
会
で
は
年
一
回
の
ペ
ー
ス

で
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

隣
市
町
村

へ
誇
リ
得
る
も
の
を

お
与
え
下
さ
る
様
、
切
望
す
る

も
の
で
あ
リ
ま
す
。
 

昭
和
六
十
二
年
二
月
七
日

金
木
町
字
芦
野
二
三
四
ー
一

四
二

（
通
称若
松
町
四
区
）
 

渋
川
正
夫
 

婦人会で芸能発表会 

も
め
ぐ
ま
れ
、
安
心
し
て
過
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

実
を
申
せ
ば
、
昨
年
な
ど
は
毎

日
の
如
く
建
設
課
へ
の
電
話
、
 

は
て
は
直
接
出
向
い
て
の
交
渉

や
ら
、
お
願
い
や
ら
で
、
か
な

り
疲
労
を
覚
え
た
も
の
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
 
「行
政
の

陽
の
当
た
ら
ぬ
小
路
町
民
の
集

い
」
を
も
計
画
し
た
も
の
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

幸
い
、
そ
の
実
現
を
み
る
こ

と
も
な
く
決
着
し
た
こ
と
に
よ

ろ
こ
び
を
感
ず
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
 

願
わ
く
ば
、
将
来
と
も
こ
の

企
画
を
継
続
し
、
金
木
町
に
住

む
者
の
幸
せ
を
持
続
さ
せ
、
近
 

今
冬
の
小
路
対
策
（
除
雪
）
 

に
つ
い
て
 

冬
が
去
り
春
が
来
る
こ
と
を
 

「
一
陽
来
復
」
と
い
う
そ
う
で

あ
り
ま
す
が
、
今
冬
は
「

一
陽

来
福
」
 
の
感
が一
入
で
ご
ざ
い

ま
す
。
 

金
木
町
内
全
域
に
は
小
路
が

何
十
と
な
く
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
私
の
住
む
、
芦
野
二
三

四
ー
一
四
二
は
、
例
に
漏
れ
ず
、
 

小
路
で
、
毎
冬
除
雪
車
が
入
っ

て
来
ず
、
苦
慮
し
た
も
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
 

今
冬
は
、
雪
不
足
と
い
う
こ

と
も
手
伝
っ
て
は
い
ま
す
が
、
 

当
局
の
配
車
企
画
と
、
良
心
的

な
、
や
る
気
の
あ
る
運
転
手
に
 

お
年
寄
り
も
 

大
満
足
 

	・‘ uiitiWIllI川金木だより ⑧ 

版画「先生と友だち」 

嘉小2年 木 村 文 映 

版画「うんてい」 

川小2年 工 藤 ちか子 

絵
画
「
お
ひ
な
さ
ま
と
 

こ
ど
も
た
ち
」
 

第
1
保
 
た
な
か
 
しん
や
 
 絵

画
「
も
ち
つ
き
」
 

第
4
保
 
あ
べ
 
ひ
ろ
み
 

みんなの 
ひろば 

絵
画
「
ぷ
た
の
お
や
こ
」
 

喜
小
2
年
 
蒔
苗
 
敏
 

絵
画
「
た
く
さ
ん
と
る
ぞ
 
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
」
 

、
 
一
 

金
小
2
年
 
竹
 
内
 
信
之
輔
 

《
 

「みんなのひろば」はあなたが作るページです。 

話題などありましたら企画室／＼ごー報＜ださい。 



米
粒
・
米の
と
ぎ
汁
活
用
法
 

私
達
が
毎
日
口
に
し

て
い
る
 

お
米
で
す
が
、
こ
ん
な
利
用
法
も
 

あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
具
 

繕
霧

塗
 

ー
ー
 “

』
H
な
 
（
．
必
 

嬉
し
い
も
の
で

す
 

洗
え
ば
洗
剤

い

ら
ず
。
 

食
器
洗

い
に
も

勿
論
ど
う
ぞ
。
 

か
っ
ち
ゃ
の
腕
自
慢
 

味
自
慢
交
換
会
 

⑨ 金木だより I皿川―川II 

苦
味
を
と
る
 

ふ
ろ
ふ
き
だ

い
こ
ん
を
上
手

に

作
る
秘
訣
は
、
ゆ
で
汁

の
中
に

ひ
と
つ
ま
み
お
米
を
加
え
る

こ

と
で
す
。
だ
い
こ
ん
の
苦
味
が

お
米
の
澱
分
に
 

？
」」
詳
P
 

な
り
ま
す
。
 

保
温
す
る
 

寒

い
冬
の
日
の
ス
ー
プ
に
も
、
 

お
米
を
ひ
と
つ
ま
み
。
 

と
ろ
み
が
保
温
効
果
を
あ
げ
、
 

さ
め
に
く
く
し
て
く
れ
る
の
で
、
 

旨
み
も
の
が
さ
な
い
 

鳥
の
水
た
き
に
も
、
お
米
を
ひ

と
つ
ま
み
加
え
ま
す
。
 

お
米
か
ら
出
た
と
ろ
み
が
鳥
の

ま
わ
り
を
お
お
い
、

鳥
そ
の
も
 

の
の
旨
味
が
汁

に
流
れ
出
し
す

ぎ
る
の
を
上
手

に
防
ぎ
ま
す
。
 

●

】
，？
 
、
 
雪
ー
 

ノ
 

・・‘
い4
4
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訟
‘
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新
し

い
漆
器
は
う
る
し
の

に
お

い
が
気
に
な
り
ま
す
。
 

米
び

つ
の
中
に
し
ば
ら
く
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

に
お
い
が
消

え

る
上
に
、
お
米

に
含
ま
れ
る
油

気
で
色
つ
や
も
 
 

そ
の
ま
ま
で
す
。
 

や
わ
ら
か
く
も
ど
す
 

み
が
き
に
し
ん
や
干
数
の
子
は

お
米
の
と
ぎ
汁
の
中
に
浸
し
て

お
け
ば
ふ
っ
く
ら
と
も
ど
り
ま

す
。
 

み
が
き
に
し
ん
は
一
晩
、
干
数
 

の
子
は
毎
日

と

ぎ
汁
を
か
え
て
 

五
ー
六
日
。
 

洗
剤
が
わ
り
に
 

お
米
の
と
ぎ
汁
は
洗
浄
カ
が
あ

り
、
お
ま
け
に
適
度
な
油
分
も

含
む

の
で
、
フ
ラ
イ
パ

ン
に
ぬ

く
も
り
が
あ
る
う
ち
に
こ
れ
で
 

接
着
剤
が
わ
り
 

お
ろ
し
た
て

の
土
鍋
は
、
お
米

の
と
ぎ
汁
で
よ
く
意
沸
す
れ
ば

ひ
び
割
れ
子
防
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
多
少
ひ
び
が
入
っ
て
も

濃

い
と
ぎ
汁
を
煮
た
て
る
か
、
 

お
か
ゆ
を
炊
け

ば
立
派

に
使
え

ま
す
。
 

漂
白
す
る
 

黄
ば
ん
だ
フ
ギ
ン
な
ど
木
綿
の

布
は
、

お
米
の
と
ぎ
汁
で
洗
え

ば
ま
っ
白
に
な
り
ま
す
。
 

た
た
き
ご
ぽ
う
な
ど
、

ご
ぽ
う

を
白
く
仕
上
げ

た
い
と
き

に
も
、
 

と
ぎ
汁
で
ゆ
で
 

れ
ば
う
ま
く
い

き
ま
す
。
 

油
分
の
利
用
 

廊
下
や
家
具

の
ふ
き
掃
除

の
と

き
、
お
米
の
と
ぎ
汁
を
加
え
た

水
を
使
い
ま
す
。
 

と
ぎ
汁
に
含
ま
れ
て
い
る
適
当

な
油
分
で

つ
や
が
出
る
上
に
、
 

終
っ
た
こ
ろ
に
 

は
手
も
し
っ
と
 

り
し
て
い
ま
す
。
 

金
木
地
区
生
活
改
善
グ

ル
ー
 

プ
主
催
に
よ
る
 
「か
っ
ち
ゃ
の

腕
自
慢
・
味
自
慢
交
換
会

」
が

二
月
ニ
十

日
、
金
木
町
商
工
会

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
催
し
は
、
家
庭
の
主
婦

が
生
活
の
中
で
工
夫
を
凝
ら
し

た
技
術
を
交
換
し
あ
い
、
地
域

づ
く
り
に
役
立
て
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
日
頃
自
慢
す
る
料

理

や
お
菓
子
、
リ
フ
ォ

ー
ム
な
ど

展
示
場
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
に
持

ち
寄
ら
れ
ま
し
た
。
 

会
場
は
約
五
〇
〇
人
の
人
達

で
に
ぎ
わ
い
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
 

で
は
、
手
づ
く
り
の
味
が
飛
ぶ

よ
う
に
売

れ
て
い
ま
し

た
。
 

ま
た
米
料
理
紹
介

コ
ー
ナ
ー
で

は
、
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ

て
い

る
入
も
あ
り
、
ご
っ
た
返
し
て

い
ま
し
た
。
 

な
お
、
こ
の
交
換
会
は
今
年

で
三
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
年

ご
と
に
感
心
が
高
ま
り
、
今
年

は
小
泊
地
区
の
か
っ

ち
ゃ
の
応

援
も
受
け
て
大
好
評
で
し
た
。
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2月28日現在 

、 

前年同月比 

男 	6,740人 一 	73 

女 	7,272人 - 	71 

計 	14,012人 一 144 

世帯数 3,917世帯 ＋ 	18 

一にー伝言縄12子  
0奴橋が通行止 
奴橋架替工事のため 4 月1日～ 8 il 
頃まで歩行者・自転車を除き通行止
になります。 
自動車はう回路を利用してください。 

（建設課） 

〇訪間販売に注意ク 

訪問販売が津軽地方で目立っていま 

す。よく考え、はっきりした態度で 

臨みましょう。 	（企画室） 
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お
＜
や
み
 

役場からのお願い 
役場庁舎前の駐車場に放置され

た自動車が目立っています。 

それらの自動車のため、せっか

く役場に用事をたしにきても、駐

車する場所がなく、やむなく通路、 

あるいは道路上に駐車する場合も

少なくありません。 

役場に御用のある方以外の車の

長時間駐車はご遠慮下さい。 

【
 

はじめまして 

辰哉ちゃん 

1月21日生まれ 

体重 3,590グラム 

喜良市 

葛』ミ熱繊紹鴛』 

78 66 73 84 92 56 86 
歳歳 歳 歳 歳 歳 歳 

木
下
 
キ
セ

白
川
 
定
雄

高
橋
 
常
作

白
瀬
ォ
ク
ラ

田
中
 
重
清

小
山
内
建
紀

山
中
武
太
郎
 

嘉 川 蒔 金 金 川 嘉

瀬倉 田 木 木 倉瀬 

	III'川川川町金木だより ⑩ 

金木病院カルテ⑩ 

25年間を振り返って 

金木病院婦長 水 上 喜美枝 

金
木
病
院
に
勤
務
し
て
、
ま

た
た
く
間
に
ニ
十
五
年
の
年
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
看
護
婦
養
成

所
に
入
学
し
た
の
が
昭
和
十
九

年
四
月
。
戦
争
の
も
っ
と
も
激

し
い
悲
惨
な
時
代
で
空
襲
の
合

間
合
間
に
運
び
込
ま
れ
て
く
る

怪
我
人
で
、
病
室
は
勿
論
廊
下

も
歩
く
と
こ
ろ
が
な
い
ほ
ど
で

し
た
。
薬
は
消
毒
液
だ
け
で
包

帯
も
な
く
浴
衣
を
裂
い
て
持
っ

て
来
て
も
ら
う
有
様
。
医
師
も

若
い
人
は
応
召
で
六
十
オ
を
過

ぎ
た
先
生
と
国
籍
の
違
う
人
が
 

（
中国
台
湾
）
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
敵
国
の
医
師
が
寝
食
を

忘
れ
て
日
本
人
の
生
命
を
救
っ

て
く
れ
た
こ
と
が
、
い
ま
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
終
戦
後
、
引

揚
者
は
着
の
み
着
の
ま
ま
住
み
 
 馴

れ
た
土
地
を
追
わ
れ
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
が
、
日
本
に
帰
れ

た
人
は
ま
だ
運
の
良
い
方
で
し

た
。
そ
の
中
か
ら
病
人
は
国
立

病
院
に
割
当
て
収
容
さ
れ
そ
の

搬
送
、
護
送
、
そ
し
て
看
護
に

明
け
暮
れ
ま
し
た
。
受
け
入
れ

た
病
院
で
も
治
療
ら
し
い
治
療

も
出
来
ず
、
食
べ
さ
せ
て
あ
げ

る
も
の
も
満
足
に
な
い
時
代
で
、
 

私
達
看
護
婦
も
蒲
公
英
や
、
土

筆
な
ど
を
食
べ
て
働
い
た
も
の

で
す
。
い
ま
考
え
て
も
思
い
出

し
た
く
な
い
く
ら
い
様
々
な
悲

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
色
々
な
人
と
め
ぐ
り
逢

い
さ
ま
ざ
ま
な
人
達
に
助
け
ら

れ
て
、
や
っ
と
平
和
が
も
ど
っ

て
来
た
わ
け
で
す
。
い
ま
考
え

て
み
ま
す
と
看
護
婦
と
い
う
職

業
は
私
の
性
格
に
合
っ
て
い
た

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
病
め
る

人
や
苦
し
ん
で
い
る
人
と
共
に

語
り
合
い
、
慰
め
あ
っ
て
、
生

と
死
の
裏
表
を
み
つ
め
、
と
き
 
 

に
は
痛
み
を
生

あ
る
証

（
あ
か

し
）
だ
と
説
き
、
 

苦
し
み
を
神
の

試
練
だ
と
慰
め

た
り
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
ん
な
に
信
仰
 

の
厚
い
人
間
で
も
な
か
っ
た
の

に
。
 い
ま
に
な
っ
て
み
れ
ば
む

し
ろ
典
型
的
な
古
い
看
護
婦
だ

と
反
省
も
 
？
 
益

々
患
者

さ
ん
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く

状
態
の
中
で
、
豊
か
な
人
間
性

も
必
要
と
さ
れ
て
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
老
人
医
療
、
母
子
保

健
、
成
人
病
等
と
専
門
的
知
識

や
技
術
が
求
め
ら
れ
て
お
リ
ま
 
 す

。
私
自
身
も
思
者
さ
ん
の
日

常
の
援
助
や
、
家
族
と
の
か
か

わ
り
を

一
層
緊
密
に
し
て
何
ん

ら
か
の
形
で
地
域
の
皆
さ
ん
の

要
望
に
こ
た
え
た
い
と
、
考
え

を
新
た
に
し
て
お
リ
ま
す
。
 

〔
人
ロ

と
世
帯

」
 

お
め
で
と
う
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お
し
あ
わ
せ
に
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